
物件番号３（旧長船交番敷地）

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
す
る

こ
と
が
難
し
い
世
帯
に
対
し
て
、

現
在
お
持
ち
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

に
取
り
付
け
る
簡
易
な
チ
ュ
ー

ナ
ー
の
無
償
給
付
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
ア
ン
テ
ナ
改
修
な
ど
が
必

要
な
場
合
に
は
そ
の
支
援
も
行
い

ま
す
。

▽
支
援
対
象

　

日
本
放
送
協
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
の

受
信
料
の
全
額
免
除
を
受
け
て
お

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯

　

・
生
活
保
護
世
帯
な
ど
の
公
的
扶

　

助
受
給
世
帯

　

・
障
害
者
の
い
る
市
町
村
民
税
非

　

課
税
世
帯

　

・
社
会
福
祉
事
業
施
設
入
所
者

※
既
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視

　

聴
し
て
い
る
世
帯
は
支
援
の
対

　

象
外
で
す
。

▽
申
請
期
限
（
平
成
22
年
度
分
）

　

12
月
28
日
（
火
）

▽
申
込
方
法

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
申
込
書
を
発
送
し
ま
す
。

　

申
込
書
は
、
お
近
く
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
窓
口
、
市
役
所
の
福
祉
課
、
保

健
福
祉
部
邑
久
分
室
、
牛
窓
支
所

お
よ
び
裳
掛
出
張
所
に
も
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
が
保
有
す
る
公
有
財
産
の

う
ち
、
次
の
物
件
を
一
般
競
争
入

札
に
よ
り
売
り
払
い
ま
す
。

　

入
札
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

公
告
お
よ
び
入
札
要
領
を
ご
確
認

の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
物
件
概
要　

下
表
の
と
お
り

▽
申
込
期
限　

11
月
26
日
（
金
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分 （
平
日
の
み
）

▽
申
込
方
法

　

契
約
管
財
課
で
申
込
書
な
ど
を

交
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
な

ど
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
で
請
求
す
る
と
き
は
、
宛

先
明
記
で
２
４
０
円
切
手
を
貼
っ

た
A
４
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
し

て
、
契
約
管
財
課
あ
て
に
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
期
限
ま
で
に
入
札
参
加
の

　

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
と
、

　国民年金には、経済的な理由などで保
険料を納めることが困難な場合には、申
請により保険料の全額または一部が免除
される「申請免除制度」や障害基礎年金
を受けている人などが該当する「法定免
除制度」があります。
　また、20 歳代の若年層を対象として
保険料の納付が猶予される「若年者納付
猶予制度」や学生の人を対象とした「学
生納付特例制度」もあります。
　これらの保険料免除や納付猶予などを
受けた期間については、年金を受け取る
ために必要な受給資格期間に参入されま
すが、年金額は保険料を全額納付した場
合より少なくなります。
　このため、これらの期間は 10 年以内
（例えば平成 22 年２月分は平成 32 年２
月末まで）であれば、あとから保険料を
納付すること（追納）ができるようになっ
ており、将来の年金額を増額するために
も、追納することをおすすめします。
　なお、保険料の免除や納付猶予などの
承認を受けた年度から起算して、３年度
目以降に保険料を追納する場合は、当時
の保険料額に経過期間に応じた加算額が
上乗せされます。
■問い合わせ先
　岡山東年金事務所
　☎０８６ - ２７０ - ７９２５

※
支
援
の
申
し
込
み
に
当
た
っ
て

　

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
信
契
約
を
結

　

び
、
受
信
料
全
額
免
除
の
適
用

　

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※
支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
自
分

　

で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア

　

ン
テ
ナ
改
修
な
ど
の
費
用
を
清

　

算
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

①
支
援
制
度
に
つ
い
て　

　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー　

　

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー　

　

☎
０
５
７
０-

０
３
３
８
４
０

　

②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
免
除
に
つ
い
て

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０-

０
０
０
５
８
８

　

入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

契
約
管
財
課

　

〒
７
０
１-

４
２
９
２

　
瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０
番
地
１

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
０
７
９

売り払いの対象となる公有財産の概要
物件
番号 所在地 区分 旧用途 公簿数量

 　　     　㎡
最低売払価格
       　    円

摘要

1 瀬戸内市牛窓町牛窓 4951 番 32 土地 道路改良残地 222.00 6,195,000 更地

2 瀬戸内市牛窓町長浜 6885 番 35 土地 仮設駐車場 459.00 2,524,000 更地

3
瀬戸内市長船町土師 144 番 13 土地 長船交番敷地 178.96

5,418,000 一部構造物あり
瀬戸内市長船町土師 145 番 3 土地 長船交番敷地 0.21

※物件番号３は、２筆の土地を一体で売り払います。なお、145 番 3は、公簿地目が雑種地ですが、現況は 144 番 13 の宅地の一部とみ 
　なされますので、地目変更および合筆については、買受人が必要に応じて行ってください。

　

福
祉
課　

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

　

市
で
は
、
現
在
、
国
勢
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
、
国
が
実
施
す
る

基
幹
統
計
で
、
各
種
施
策
を
策
定

す
る
際
の
基
礎
と
な
る
ほ
か
、
地

方
交
付
税
の
算
定
に
も
利
用
さ
れ

る
重
要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
対
象
は
、
10
月
１
日
現

在
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
お
よ
び
世
帯
で
す
。
住
民
票

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に

住
ん
で
い
る
場
所
で
調
査
を
行
う

た
め
、
住
民
票
が
な
い
状
態
で
瀬

戸
内
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

先
月
下
旬
か
ら
、
皆
さ
ん
の
お

宅
に
調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
票
は
、
今
回
か
ら
郵
送
提

出
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
従
来

ど
お
り
の
訪
問
回
収
も
可
能
で
す

の
で
、
希
望
の
提
出
方
法
を
調
査

員
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
郵
送

提
出
で
の
提
出
期
限
は
10
月
７
日

（
木
）
で
す
（
郵
送
料
不
要
）。

　

な
お
、
10
月
12
日
（
火
）
を
過
ぎ

て
も
調
査
票
が
お
手
元
に
届
か
な

い
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

調
査
期
間
中
、
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

①
調
査
全
体
、
調
査
の
内
容
、
調

　

査
票
の
記
入
方
法
に
つ
い
て

　

国
勢
調
査
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
５
７
０-

０
１-

２
０
１
０

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合

　

☎
０
３-

６
７
３
８-

６
６
７
７

　

設
置
期
限　

 

10
月
31
日
ま
で

　

受
付
時
間   

午
前
８
時
〜
午
後

　

９
時
（
土
日
祝
日
も
利
用
可
）

　

一
般
の
固
定
電
話
の
場
合
、
市

　

内
通
話
料
金
で
ご
利
用
で
き
ま

　

す
。
Ｉ
Ｐ
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
用
の
電
話

　

番
号
は
、
規
定
の
料
金
が
か
か

　

り
ま
す
。

②
調
査
票
の
不
足
、
未
配
布
、
調

　

査
員
へ
の
連
絡
に
つ
い
て

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

年度
（月分）

全額免除
納付猶予
学生納付特例

3/4 免除 半額免除 1/2 免除

12 15,770

13 15,180

14 14,590 7,300

15 14,360 7,180

16 14,180 7,090

17 14,220 7,110

18 14,260 10,690 7,130 3,560

19 14,300 10,720 7,150 3,570

20 14,410 10,810 7,200 3,600

21 14,660 10,990 7,330 3,660

平成 22年度中に納付する場合の額

※平成 20、21 年度はまだ加算が付きません。

（単位：円）

地上デジタル放送用
チューナー アナログテレビ

ビデオ端子などで接続することで、アナログテレビでも受
信が可能に

国
勢
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

お詫びと訂正　本紙 9月号 P7 で、「社会を明るくする運動」標語の中で時実沙希さんのお名前が、「紗希」となっていました。訂正し、お詫び申し上げます。




